
第　211　号　　平成30年12月１日 高知市議会だより⑤

９月定例会を
振り返って

会派の意見

市
民
ク
ラ
ブ

高
知
市
政
の
原
点
は

　
　
　
　
　
　

市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
！

　

田
鍋
剛
議
員
は
、
学
校
給
食
米
の

高
知
県
産
か
ら
高
知
市
産
へ
の
切
り

替
え
に
つ
い
て
厳
し
く
た
だ
し
ま
し

た
。
執
行
部
か
ら
は
、
こ
の
間
の
取

り
組
み
不
足
に
つ
い
て
反
省
の
表
明

が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
整
理
さ
れ
た
課

題
を
踏
ま
え
、
市
産
米
導
入
を
進
め

て
い
く
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

長
尾
和
明
議
員
は
、
４
人
の
子
を

育
て
る
立
場
か
ら
、
来
年
か
ら
始
ま

る
幼
児
教
育
無
償
化
に
向
け
て
、
出

生
か
ら
大
学
卒
業
ま
で
に
係
る
「
ひ

と
づ
く
り
」
が
大
事
で
あ
り
、
無
償

化
を
実
施
す
る
か
ら
こ
そ
質
の
向
上

が
必
要
と
し
、
本
市
の
具
体
的
取
り

組
み
を
求
め
た
。

　

岡
﨑
豊
議
員
は
、
実
質
公
債
費
比

率
か
ら
財
政
構
造
の
硬
直
化
を
指
摘
。

そ
し
て
、
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定

を
求
め
た
。
災
害
時
の
幹
部
職
員
の

私
的
旅
行
に
つ
い
て
、
市
長
と
両
副

市
長
の
対
応
を
批
判
し
改
善
を
求
め

た
。
ま
た
、
市
の
柔
軟
な
障
害
者
の

雇
用
形
態
と
雇
用
者
数
の
増
加
を
求

め
た
。

　

深
瀬
裕
彦
議
員
は
、
小
松
の
沼
の

問
題
に
関
し
、
工
事
の
停
止
な
ど
適

切
な
対
応
を
求
め
た
が
、
土
地
保
全

幹
事
会
等
で
課
題
を
整
理
し
、
対
応

策
を
決
定
す
る
と
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
許

可
制
度
の
運
用
弾
力
化
の
検
討
状
況

に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
、
一
定
の

弾
力
化
は
必
要
と
の
認
識
が
示
さ
れ

た
。日

本
共
産
党

豪
雨
時
災
対
本
部
長
の
責
務
・
西
敷

地
事
業
で
市
長
の
問
責
決
議
提
案
。

小
中
校
エ
ア
コ
ン
早
期
設
置
を
要
求
。

　

一
般
質
問
に
全
議
員
７
名
が
登
壇
。

◎
質
問
通
告
締
切
り
直
前
の
市
長
の

新
図
書
館
西
敷
地
利
活
用
事
業
方
針

の
決
定
表
明
は
議
会
軽
視
で
あ
り
、

募
集
要
領
の
要
件
を
満
た
さ
な
い
事

業
者
で
の
事
業
推
進
は
市
政
の
公
正

性
・
公
平
性
を
否
定
す
る
も
の
で
あ

る
こ
と
、
教
育
長
ら
が
西
日
本
豪
雨

時
に
災
害
対
策
本
部
員
会
議
を
欠
席

し
て
競
馬
旅
行
に
出
か
け
た
問
題
で

の
無
責
任
な
市
政
運
営
と
を
併
せ
、

問
責
決
議
を
提
出
。
◎
29
年
度
決
算

議
案
に
は
西
敷
地
関
連
の
予
算
執
行

や
値
上
げ
し
た
下
水
道
の
問
題
等
を

指
摘
し
、
反
対
の
討
論
。
◎
早
期
の

小
中
学
校
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備

を
求
め
た
が
、
市
長
は
国
の
財
政
支

援
次
第
と
緊
急
性
の
認
識
が
な
い
答

弁
に
終
始
。
◎
発
達
障
害
生
徒
の
被

害
届
提
出
問
題
は
第
三
者
に
よ
る
検

証
の
必
要
性
を
認
め
た
。
◎
給
食
調

理
民
間
委
託
業
者
の
賃
金
未
払
い
は

発
注
者
で
あ
る
市
と
し
て
、
公
共
調

達
条
例
で
報
告
・
通
報
を
検
討
す
る

と
前
向
き
な
答
弁
。
◎
議
会
に
報
告

な
く
斎
場
の
残
骨
灰
売
却
方
針
が
決

定
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
市
民
へ
の

周
知
を
約
束
。
◎
小
松
の
沼
問
題
は
、

市
長
か
ら
地
元
住
民
の
不
安
解
消
に

向
け
て
取
り
組
む
と
の
答
弁
を
得
た
。

新
風
ク
ラ
ブ

大
阪
府
北
部
地
震
を
踏
ま
え
た
ブ
ロ

ッ
ク
塀
対
策
、
７
月
豪
雨
災
害
対
策

等
を
含
む
補
正
予
算
に
賛
成
！

◆
平
田
文
彦
議
員
の
個
人
質
問

　

小
中
学
校
の
全
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
に
つ
い
て
、
早
期
の
予
算
化

を
強
く
求
め
る
立
場
か
ら
質
問
。

　

岡
﨑
市
長
は
「
こ
れ
ま
で
は
学
力

向
上
対
策
と
し
て
中
学
校
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を
公
約
に
掲
げ
て
い

た
が
、
今
夏
の
猛
暑
を
受
け
、
児
童

生
徒
の
健
康
を
守
る
た
め
の
エ
ア
コ

ン
設
置
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る

と
認
識
し
て
い
る
」
と
し
、
国
の
動

向
を
注
視
し
つ
つ
、
予
算
化
す
る
た

め
の
積
算
作
業
や
エ
ア
コ
ン
設
置
業

者
へ
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
実
施
の
指
示
を
出
し
た
と
述
べ
た
。

◆
竹
村
邦
夫
議
員
の
個
人
質
問

　

高
知
市
斎
場
の
更
新
工
事
に
伴
い
、

告
別
室
で
の
儀
式
を
一
方
的
に
禁
止

し
た
こ
と
や
ひ
つ
ぎ
へ
の
副
葬
品
の

納
入
制
限
を
強
化
し
た
こ
と
に
対
し

て
、
市
民
や
葬
祭
関
係
者
の
声
を
背

景
に
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
観
点
か
ら

厳
し
い
指
摘
を
行
っ
た
。

　

経
過
等
も
含
め
て
答
弁
し
た
岡
﨑

市
長
は
「
利
用
者
や
関
係
者
と
の
意

見
の
や
り
と
り
経
過
に
課
題
が
あ
っ

た
。
今
回
の
ご
質
問
を
受
け
、
更
新

工
事
の
完
成
に
合
わ
せ
て
、
再
度
運

用
方
法
の
見
直
し
を
行
い
た
い
」
と

陳
謝
し
、
方
針
見
直
し
も
示
し
た
。

公　

明　

党

市
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て

　
　

生
活
で
き
る
社
会
の
た
め
に
！

　

伊
藤
弘
幸
議
員
は
、
３
月
定
例
会

に
続
き
、
自
転
車
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
質
問
。
自
転
車
で
通
学
す
る
生

徒
へ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
補
助
金
制

度
な
ど
に
よ
り
、
着
用
を
促
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。
ま
た
、
校

則
な
ど
の
義
務
付
け
や
親
子
参
加
の

交
通
安
全
教
室
の
開
催
を
検
討
す
る

よ
う
に
市
の
考
え
を
た
だ
し
た
。

　

西
森
美
和
議
員
は
、
遠
距
離
通
学

の
全
額
補
助
に
つ
い
て
、
平
成
28
年

12
月
議
会
で
「
29
年
か
ら
全
額
補
助

と
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
な
が
ら

未
だ
に
未
実
施
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
31
年
度
に
向
け
て
の
姿
勢
を
問

い
ま
し
た
。
教
育
長
職
務
代
理
者
か

ら
前
向
き
な
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
厳
し
く
進
捗
を
監
視
し
ま
す
。

　

寺
内
憲
資
議
員
は
、
障
害
児
・
者

の
重
度
化
・
高
齢
化
や
親
亡
き
後
を

見
据
え
た
地
域
生
活
支
援
拠
点
の
整

備
手
法
と
整
備
の
め
ど
に
つ
い
て
、

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
は
、
遅
く
と
も
平
成

32
年
度
末
ま
で
に
複
数
の
事
業
所
が

役
割
を
担
う
面
的
整
備
型
に
よ
り
完

了
さ
せ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

新
こ
う
ち
未
来

新
図
書
館
西
敷
地
の
「
民
間
高
層
建

築
物
」
に
反
対
し
、
「
市
民
の
た
め

の
広
場
」
を
求
め
ま
す
。

　

経
済
文
教
委
員
会
に
報
告
さ
れ
た

商
工
観
光
部
か
ら
の
資
料
「
基
本
協

定
締
結
に
係
る
協
議
会
議
録
」
に
よ

る
と
、
優
先
交
渉
権
者
か
ら
の
発
言

と
し
て
「
基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
我

々
は
、
非
常
に
無
理
な
要
求
に
答
え

て
無
理
な
提
案
を
し
た
ん
で
す
ね
。

そ
れ
は
市
の
ほ
う
も
お
分
か
り
だ
と

思
い
ま
す
。
市
が
や
る
べ
き
公
共
事

業
を
民
間
に
背
負
わ
せ
て
（
以
下
省

略
）
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
西
敷

地
の
利
活
用
事
業
で
は
市
は
土
地
を

貸
し
出
す
、
そ
れ
に
対
し
て
民
間
が

提
案
す
る
と
い
う
シ
ン
プ
ル
な
も
の

で
あ
る
が
、
優
先
交
渉
権
者
の
発
言

は
そ
の
前
提
を
覆
す
ば
か
り
か
、
市

側
が
現
在
の
優
先
交
渉
権
者
に
提
案

を
無
理
に
要
求
し
た
と
あ
り
、
選
定

過
程
に
疑
義
が
生
じ
る
。
今
回
の
新

図
書
館
西
敷
地
利
活
用
事
業
は
白
紙

に
戻
す
べ
き
で
あ
る
。

み
ど
り
の
会

近
森
正
久
市
議

今
定
例
会
本
議
会
で
は
質
問
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
高
知
市
の
経
済
発
展

の
た
め
に
南
部
振
興
、
日
曜
市
の
再

建
、
図
書
館
西
敷
地
の
利
活
用
、
農

業
、
漁
業
に
つ
い
て
経
済
文
教
委
員

会
で
前
向
き
で
具
体
的
な
質
問
を
し

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
形
と
し

て
見
え
る
成
果
を
挙
げ
て
行
き
ま
す
。


